
 
平成24年10月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年11月1日～平成24年4月30日） 

 
平成24年10月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年11月1日～平成24年10月31日） 

 
 

修正の理由 

<第２四半期累計期間連結業績予想> 
 平成24年10月期第２四半期累計期間における連結売上高は予想に比べ837百万円（7.5％）下回る見込であります。事業別に
は、情報・印刷事業の売上は順調に推移した一方、ダイレクト・マーケティング事業においては先行的な広告宣伝活動により顧客
数は順調に増加したもののアウトバウンドによるフォローが立ち遅れ、売上高は予想を割り込む結果となりました。 
 利益につきましては、情報・印刷事業における業務効率の改善による製造原価の低減、ダイレクト・マーケティング事業の第２四半
期会計期間におけるリカバーを図ったものの、営業損益では予想を191百万円下回る211百万円の営業損失、経常損益は予想を
179百万円下回る199百万円の経常損失、四半期純損益は予想を122百万円下回る152百万円の四半期純損失となる見込で
あります。 
<通期連結業績予想> 
 当社は、既にお知らせのとおり、平成24年５月1日付でダイレクト・マーケティング事業を行う新設分割設立会社の株式譲渡を行う
とともに、平成24年６月４日付け「連結子会社の異動（株式譲渡）及び特別損失の計上に関するお知らせ」にてお知らせのとおり情
報・印刷事業の子会社の異動を実施する等大幅な組織再編を実施いたしました。 
 このような体制のもと、平成24年10月期の通期の連結売上高は、予想に比べ5,940百万円（26.6%）下回る16,410百万円を見込
んでおります。 
 利益につきましては、更なる製造原価の低減を進めてまいりますが、組織再編に係る一過性の諸経費約110百万円の計上もあ
り、営業損益は予想比570百万円減少の400百万円の営業損失を、経常損益は予想比480百万円減少の310百万円の経常損
失を、当期純損益は、新設分割設立会社の株式譲渡益2,290百万円、子会社の株式譲渡損失51百万円の特別損益への計上
により、予想比1,830百万円増加の1,970百万円の当期純利益を見込んでおります。 
 
（注）上記の予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、今後、様々な要因により予想と 
異なる結果となる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成23年12月12日に公表した平成24年10月期（平成23年11月1日～平
成24年10月31日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,100 △20 △20 △30 △1.22

今回修正予想(B) 10,263 △211 △199 △152 △6.17

増減額(B-A) △837 △191 △179 △122

増減率(%) △7.5 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年10月期第2四半期）

10,022 11 67 △566 △22.97

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22,350 170 170 140 5.68

今回修正予想(B) 16,410 △400 △310 1,970 79.92

増減額(B-A) △5,940 △570 △480 1,830

増減率(%) △26.6 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成23年10月期）

20,626 75 135 △743 △30.17


